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1. はじめに 

産学における高度 IT 人材育成への危機意識の高ま

りを受けて，実務に即した内容，プロジェクトマネジ

メント，ヒューマンスキルを演習中心に教育する実践

的講座の設置が様々な大学で進められている[1]．   

早稲田大学基幹理工学部情報学科（以降，CS学科）

においては，経済産業省・IPAおよび NEC・NECラーニ

ングの協力により 2010年から，発注側・経営側の視点

に立った情報システムの企画・活用を教育する「IT経

営プロジェクトマネジメント基礎」講座，および，受

注側の視点に立って情報システム開発プロジェクトの

マネジメントを教育する「システム開発プロジェクト

基礎」講座を，産学連携により継続して実施している． 

 IT経営プロジェクト基礎（以降，L1）: 3コマ×5

日間をかけて，経営戦略策定，ＩＴ戦略策定，IT

資源調達，ITサービス導入，ITサービス活用を演

習中心に教育する．2011 年は受講生 15 名が 3 チ

ームに分かれて履修した． 

 システム開発プロジェクト基礎（以降，L2）: 3

コマ×5 日間をかけて，情報システム開発におけ

る顧客役の講師との対話を通じた基本計画，要件

定義，システム設計，プロジェクトマネジメント

を演習中心に教育する．2011年は受講生 26名が 6

チームに分かれて履修した． 

本稿では，両講座の疑似プロジェクトベース教育の

形態，および，演習におけるチーム構成が教育効果に

与えるえへの期待，および，実施結果としての受講生

評価を説明する．また，演習におけるチーム構成が教

育効果にもたらした影響についても合わせて述べる． 

 

2. 疑似プロジェクトベース教育 

上述のように情報システムの企画および開発に関す

る実務上の技術や知識を修得させるために理想的な教

育・学習方法の一つとして，プロジェクトベース学習

（Project-based Learning: PjBL）が挙げられる．PjBL

とは，教員の指示ではなく支援のもとで，学生が自律

的に，大抵は教室の「外」にある実問題の発見と解決

へと挑戦する一定期間のプロジェクトの体験を通じて，

専門技術や知識，各種のヒューマンスキル等の修得を

動機づけて，また，修得させる方法である．PjBL は，

情報システムに限らず様々なエンジニアリング領域に

おける効果的な学習方法として認知されつつある[2]． 

CS学科では PBLの機会を複数の科目群として設置し

ているが，題材や教育効果は扱うプロジェクトや受講

生に依存している．そこで同学科において，情報シス

テムの企画や開発を題材として，希望するほぼすべて

の学生に対して共通化された形で効率よく一定の教育

効果を得ることを目的として，教室内で制御された形

で疑似プロジェクトを短期間体験させる疑似プロジェ

クトベース教育の形態で上述の両講座を実施している．  

 この疑似プロジェクトベース教育は，本来の PjBL

が概ね備えると想定される諸特性について，以下のよ

うに部分的あるいは制御された形で備えている．従っ

て，PjBL本来の特性を大きく損なうことなく，短期間

で共通化された形で教育効果を得られると考えられる． 

 目的・計画・実行・判断の 4つのフェーズを経る

[3]: 目的を除く 3 つのフェーズを，5 日間のうち

でそれぞれ定められた期間内に実施する．目的に

ついては，概ね教員が設定する． 

 学生が自律的に実施する[3]: 5 日間の各日の定め

られた期間において受講生はチーム毎に自律的に

活動する．教員は，各日の概ね午前中に，当日用

いるべき技術を解説し，午後の演習時には質問さ

れた場合を除き主体的には働きかけない． 

 最終的な成果物に繋がる活動を実施する[2]: 導入

する情報システムの企画書や設計書といった成果

物の作製に従事する．ただし最終的な具体的な情

報システムの構築や運用は行わない． 

 実問題を扱う[4]: 情報システム企画・開発に長け

た企業出身の教員が，その経験に基づいて実際に
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想定しうる実問題に近い疑似的な問題を設定する．

学生はその問題に対して 5日間を通して取り組む．

また演習において教員が顧客等の役割をロールプ

レイして要求の表明や成果の評価を行うことで実

際に近い環境とプロセスの体験に繋がっている． 

 

3. 受講生の評価 

 両講座について 2011 年の講義最終日に受講生に対

して講義評価アンケートへの回答を求めた．その結果

を図 1に示す（L2についても同傾向であった），多く

の受講生が各講座の内容についてやりがいを感じ，学

習目標が達成され，後輩に勧めたいと回答した．また

個別の自由意見として「グループワークを通して IT経

営やシステム開発を考える力がついた」「仕事の具体

的なイメージを持てるようになった」「自律的に発言

する力が高まった」等が挙げられ，情報システムの企

画や開発，および，チームワークやコミュニケーショ

ンの重要性と難しさについて実務家指導による演習を

通じて体験的に学ぶ良い機会であることが分かった． 

また，疑似プロジェクトベース教育の形態は，PjBL

と同様に，将来の学習を動機づけることが期待される．

そこで過去に受講した在学生向けに，受講後の意識変

化や活用状況に関するアンケート調査を実施した結果，

多くの受講生について習得した知識や技術が現在も何

らかの形で役立っていると回答し，就職活動を行った

受講生についてはその活動遂行にあたり役立ったと回

答したものが多かった．また，学業上必要があれば自

己研鑽のため独学するとの姿勢を持つ受講生が多く見

られた． 

以上より，疑似プロジェクトベース教育が情報シス

テムの企画開発の領域で有効に機能したと考えられる． 

 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

講義の内容は明確で分かりやす…

教材の内容は分かりやすかった

演習内容は取り組みやすかった

演習内容はやりがいがあった

熱意を持って取り組んでいた

わかりやすい説明だった

時間配分、資料、聞き取りやすさ配慮

学生の質問に積極的に対応していた

熱意を持って取り組んだ

不明点などの質問、調査を行った

学習目標を達成することが出来た

IT業界に対する関心が高まった

今後の学習に対する意欲が持てた

この講座を後輩へ薦めたいと思う
そう思う ややそう思う あまりそう思わない そう思わない

 

図 1 L1の受講生アンケート集計結果（N=12） 

 

4. チーム構成の教育効果への影響 

受講生アンケート評価に加えて我々は，演習におけ

るチームの構成が教育効果に及ぼす影響を考察した． 

情報システムの開発において，異なる指向性を持つ

メンバがほどよくブレンドされたチームの構成により，

当該プロジェクトにおけるリスクの低減に繋がること

が報告されている[5]．しかしながら大学生を対象とし

た演習中心の情報システムの受発注に関する実践的講

座における適切なチーム構成方法は知られていない． 

そこで我々は，早稲田大学における上述の両講座の

実施にあたり，講座の実施前後における知識や講座実

施における演習の活発さ，および，実務経験に依存し

ない個人特性をそれぞれ測定し，それらの間の関係を

分析した．その結果 L2において，変化・安定の指向性

がばらついたチームほど講座後に特に専門系の知識・

技能をチームとしてより多く備えているが議論は静か

なものとなること，および，議論が活発なチームほど

成果物評価がやや低いことを確認している[6]．  

 

5. おわりに 

本稿では疑似プロジェクトベース教育の特徴と実施

結果，および，チーム構成の教育効果への影響につい

て説明および考察した．その結果に基づき今後は，両

講座の継続実施を通じて分析結果の妥当性を評価する

と同時に，教育方法の改善を進める予定である． 
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